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　年頭のご挨拶
　平成 25 年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。
　間税会会員の皆様方には、平素から当連合会の運営につきまして、
格別のご尽力とご協力をいただき、誠にありがとうございます。
　また、国税ご当局の皆様には、間税会の活動に対しまして深いご
理解と多大なご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、ご存じのとおり昨年８月の国会採決により、消費税は
2014 年に８％に、2015 年には 10％に引き上げられることになりま

した。
　ただ、税率引上げのスケジュールは決まりましたが、低所得者の消費税負担を緩和するため
の措置として、食料品などの生活必需品的なものの税率は低くする複数税率制度とするのか、
税率は単一にしつつ低所得者に対しては負担した消費税の一部を還付（給付）する制度とする
のかなど、まだまだ、多くの検討課題が残されています。
　今後、消費税を中心とする間接税の会としての間税会は、税率引上げについての啓発・広報
活動を幅広く展開するとともに、残されている多くの検討課題に対し、積極的な提言等をして
いくことが必要であると存じます。
　そのような活動を力強く進めていくためには、間税会組織の拡大強化が重要であります。申
すまでもなく当連合会は、福岡国税局管内、福岡、佐賀、長崎の３県下の 31 単位会で構成され、
会員数は約 9,200 人社にのぼり、全国でも有数の連合会組織となっておりますが、昨今の経済
情勢が不安定な中、組織の拡大強化は未だ道半ばの状況にあります。
　折しも 2014 年 9 月に、全国間税会連合会の第 41 回通常総会が福岡で開催されることもあり、
当連合会では会員数 1 万人社を目標に 31 単位会の総力をあげて会員拡大に取り組むこととし
ております。本年は福岡大会の準備年です。会員の皆様方には、各単位会
が主催等する各種研修会、勉強会、講演会、交流会、イベント等への支援・
参加をお願いいたします。魅力ある会務運営の実現のために、幅広い会員
の直接参加を得て、楽しみながら諸活動を行っていければと考えております。
　新しい年、平成 25 年が会員の皆様方にとって幸多い年でありますよう
祈念いたしまして、年頭のご挨拶とさせていただきます。
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　　年頭のご挨拶
　平成 25 年の年頭にあたり福岡国税局間税会連合会の皆様に謹ん
で新年のご挨拶を申し上げます。
　会員の皆様方には、平素から会活動を通じまして、税務行政に深
い御理解と多大なる御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　間税会におかれましては、間接税に関する唯一の民間団体として、

「消費税の適正申告・期限内納付の推進」をはじめ、様々な活動に
積極的に取り組んでこられました。

　近年では、「税の標語」の募集や、「世界の消費税クリアファイル」を活用した租税教育活動
にも力を入れておられます。さらに、「e-Tax の利用促進」を重点事業の一つとして、積極的
な活動を展開してこられ、そうした御協力により e-Tax の利用率は着実な向上が図られてお
ります。
　ここに、中川原会長をはじめ役員の皆様方並びに会員皆様方の日頃の御尽力に対しまして、
心より深く敬意を表する次第でございます。
　さて、昨年 8 月に成立しました「社会保障と税の一体改革関連法」により、消費税について
は平成 26 年 4 月から 8％、平成 27 年 10 月から 10％と段階的な税率の引上げ等が予定されて
おり、当局としましては、制度の円滑な定着に向けて、今後関係部署が一体となって、十分な
周知・広報に取り組んでいくこととしております。しかしながら、対象となる多くの事業者の
方への広報は、私どもの力だけではおのずと限界があり、引き続き、税務行政のよき理解者と
して、間税会の皆様のお力添えが必要不可欠であると考えております。
　私どもといたしましても、間税会の活動が一層充実したものとなるよう、引き続き皆様方と
意思の疎通を図り、従来にも増して協調、信頼関係を深めてまいりたいと考えておりますので、
なお一層の御支援、御協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
　また、まもなく平成 24 年分の所得税・贈与税及び個人事業者の消費税の確定申告期を迎え
ます。会員の皆様方におかれましては、e-Tax の積極的な御利用と、適正申告並びに期限内
納付について、御協力をお願い申し上げます。
　新しい年が、福岡国税局間税会連合会の更なる御発展と会員の皆様方の御繁栄と御多幸、並
びに来年 9 月に福岡市で開催されます全国間税会連合会の通常総会の成功につながるよい年で
ありますよう、心から祈念いたしまして、新年の挨拶とさせていただきます。

福岡国税局　消費税課長
緒方　嘉祐
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「事務局からのお知らせ」
　間税会会員の皆様、新年明けましておめでとうございます。
　昨年、伊藤貫一専務理事の後を受けて、連合会の事務局を担当
している専務理事の市丸徹と申します。昨年の９月に実質的に事
務を引き継ぎ現在に至っておりますが、改めて間税会の現状を知
るにつれ、与えられた任務の重要性と大変さを認識しているとこ
ろです。
　皆様の忌憚のないご意見ご指摘等をいただき、より良い方向性
を見出したいものと思っております。よろしくお願いいたします。

（事務局）　
〒812-0011
福岡市博多区博多駅前3-7-3
皐月マンション博多311号
福岡国税局間税会連合会事務局
TEL　０９２－４０５－５６４６
FAX　０９２－４０５－５６４７
URL　http://www.fukuoka-kanzeiren.jp/
E-MAIL　info@fukuoka-kanzeiren.jp

　さて、昨年 9月 27日に全間連第 39回通常総会が北陸間連担当にて福井市において開
催されました。当日は、青年部、女性部総会等も併せて開催され、全国から約 600 名の
参加者が集う、まさしく全国大会にふさわしい大会となりました。会場設営、記念講演会、
懇親会のアトラクション、物産展など総会参加者に楽しんでもらえるような様々な趣向が
凝らされ、北陸間連 15単位会が総力を挙げて準備を進めてきた努力がうかがい知れる内
容でした。ちなみに、日本の県別幸福度ランキングでは、1位福井、2位富山、3位石川
と北陸３県がベストスリーを占めており、私見ではありますが、溢れる郷土愛パワーと心
からの歓迎ムードを強く感じた全国大会であったと感じております。

　ところで、ここからは事務局からのお願いです。
　全間連の第 41 回総会は、福局間連の担当で開催されることが既に決定しております。

［名　　称］全国間税会総連合会第 41 回通常総会
［開 催 日］平成 26 年 9 月 26 日（金）
［開催場所］ホテルニューオータニ博多

　連合会では、昨年の 10 月 24 日に第一回実行委員会（準備委員会）を開催し、総会のスケジュー
ル、会場使用計画等の内容について協議検討しました。今後は、総会の運営・組織体制を順次
確立していく必要がありますので、福岡大会成功のためにこれまで以上のご助力を当連合会に
いただきますようお願い申し上げます。

　事務局は、移転によりその所在地、電
話・FAX番号がいずれも変更されてい
ますのでご注意下さい。また、新たにホー
ムページも立ち上げていますのでアクセ
スをよろしくお願いいたします。

福岡国税局間税会連合会
専務理事　市丸　　徹
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実施事項 主催者 月日 場　所 対象 内　　　容

研修会 ◎ 福岡間税会 11.14 セントラル
ホテル

会員 「間違いやすい印紙
税」

ミニ音楽会
税金クイズ

○ 福岡間税会
法人会

11. 8 ホテルニュー
オータニ

会員
一般

参加者 150 名

会員交流会 ◎ 八幡間税会 11.22 スペース
ワールド

会員
一般

マジックショー
税金クイズ

講演会 ○ 八幡間税会
優法会

11.20 千草ホテル 会員 「八幡東田物語」

税金クイズ
パネル展

△ 八幡租税推進協
議会

11.13 イオン
八幡東田店

一般 税金クイズ参加賞配
付

研修会 ◎ 西福岡間税会 11.14 プラザ寿苑 会員 署長講話ほか

街頭広報 ◎ 博多間税会 11.20 JR 博多駅前 一般 クリアファイル
税資料 2000 部配布

研修会 ◎ 若松間税会 10.20 津和野 会員 バスハイク
税金クイズ

研修会 ◎ 若松間税会 11.13 若松商連 会員 租税教室・クイズ・
署長講話

税の標語表彰 ◎ 飯塚間税会 11.12 飯塚税務署 受賞者 優秀賞 14 名

研修会 ◎ 甘木朝倉間税会 11.21 朝倉商工会議所 会員 「太陽光発電システ
ム」

交流会 ◎ 甘木朝倉間税会
小倉間税会

10.21 朝倉市 役員 事業報告
意見交換

研修会 ◎ 八女間税会 11.27 八女市 会員 税務研修会

研修会 ◎ 小倉間税会 10.21～22 朝倉市 会員 酒税研修
税金クイズ等

スポーツ大会 ◎ 小倉間税会 11.11 北九州パレス 会員
家族等

ドッチボール・
卓球・税資料等

　「税を考える週間」においては、国民各層により能動的に税の仕組みや目的等を考えてもらい、
国の基本となる税に対する理解を一層深めてもらうとともに、税務行政に対する理解及び納税
道義の高揚を図ることを目的として、効果的・効率的な広報公聴施策を、官民挙げて集中的に
実施しょうとするものである。　　
　この趣旨を踏まえ、講演会、研修会、街頭広報など間税会が単独で、又は中心となって実施
した多彩な行事の一部を紹介します。

平成 24年度「税を考える週間」行事実施状況



7

実施事項 主催者 月日 場　所 対象 内　　　容

女性スクール ○ 小倉間税会・
法人会・青申会
納貯各女性部

11. 8 小倉税務署 女性部
会員

「モーツアルトにつ
いて」「税の役割等」
講演

街頭広報 ○ 小倉納推協会 11. 9 小倉中心部 会員 税金クイズほか

街頭広報 ○ 門司税推協議会 11. 9 門司商店街 会員 税の啓発資料等配布

講演会 ◎ 佐賀間税会 11. 9 佐賀市 会員 創立20周年記念式典

タックスフェ
ア

○ 鳥栖間税会・法
人会・納貯・税
理士会

11.10 フレスポ
鳥栖

一般 税相談会・クイズ・
作文表彰・税の絵葉
書展示・パネル展示

広報 ◎ 唐津間税会 11. 1 唐津市報 市内全
戸

「税を考える週間」
周知広告

講演会 ◎ 唐津間税会 11.20 唐津シーサイド
ホテル

会員
一般

時局講演会

税金展 △ 税務連絡協議会 11.12 ～ 16 唐津市役所 一般 作文・標語・川柳入
賞作品展示

租税教室 ○ 武雄間税会
法人会

11.13 武 雄 セ ン チ ュ
リー

会員
一般

税務署長講演

研修会・地酒
を楽しむ会

◎ 伊万里間税会 12. 4 伊万里商工会館 会員 講話・消費税研修・
クイズ等

街頭広報 ○ 長崎間税会
法人会

11.12 浜町アーケード 一般 資料配布

講演会 ○ 長崎間税会
法人会

11.16 プレシア長崎
ホテル

会員
一般

「空を見よう」
石原良純氏

研修会 ◎ 諫早間税会 12.19 諫早税務署 会員 消 費 税・ 源 泉 所 得
税・印紙税

講演会 ◎ 佐世保間税会 10.26 セントラル
ホテル

会員 軽減税率と給付付き
税額控除

研修会 ◎ 佐世保間税会 10.29 レオプラザ
ホテル

会員 酒税関係研修

地酒の集い・
利き酒会・街
頭広報等

○ 佐世保間税会
ほか

12. 4 佐世保玉屋
ほか

一般 地場産業の活性化・
管内酒 PR
懇談会も開催

（注）　◎～間税会主催行事　　○～他団体との共催行事　　△～他団体主催行事への参加
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「税を考える週間」行事の今昔
　正しい税知識の周知と納税道義の高揚を図るため、昭和 49 年から毎年、11 月 11 日

から 17 日の 1 週間を当初は「税を知る週間」として、国税当局と関係民間団体が協調

して、各種行事を実施しており、当連合会及び各単位会も積極的に参加している。

　今回は、昭和 53 年に東京国税局間税協力会連合会が主催した「くらしのなかの間接

税展」の配布資料を紹介します。

　当時は消費税導入前の個別消費税の時代で、物品税、入場税、砂糖消費税、トランプ

類税等が間接税の主要税目となっていました。

　「人気スター・タレントによる税金クイズとサイン会」の豪華メンバーをあらためて

見ますと、時代の流れの速さに驚きを禁じえません。


